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立
ち
上
が
ろ
う
　み
ん
な
主
役
の
む
ら
お
こ
し

広報

No.4４2 の里 新庄

■人口動態■
平成30年11月30日現在

（  ）内は先月比
男………441人(－2）
女………490人(－2）
計………931人(－4）
世帯数…377戸(±0）
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な
記
事
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　可愛い姿で歌に踊りにしっかりと取り組んでい

ました。

　　　　　　（14ページに関連記事）



　
新
庄
村
消
防
団
で
は
秋
の
火
災

予
防
運
動
期
間
に
先
駆
け
て
11
月

４
日
（
日
）
に
防
火
デ
ー
を
実
施

し
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
真
庭
消
防
署
美
新
分

署
・
真
庭
警
察
署
新
庄
駐
在
所
・

新
庄
村
消
防
団
の
合
同
で
防
火
を

呼
び
か
け
る
パ
レ
ー
ド
及
び
村
内

事
業
所
の
防
火
査
察
を
行
い
ま
し

た
。
ま
た
、
消
防
団
各
部
に
お
い

て
は
消
火
栓
の
点
検
、
消
防
水
利

の
点
検
、
防
火
水
槽
の
清
掃
、
村

内
各
戸
及
び
事
業
所
に
防
火
ビ
ラ

を
配
布
し
、
村
内
全
域
に
防
火
を

呼
び
か
け
ま
し
た
。

　
寒
い
日
が
続
き
、
暖
房
器
具
等

の
火
を
使
う
機
会
が
増
え
て
き
ま

し
た
。
10
月
29
日
か
ら
12
月
17
日

の
期
間
で
消
防
団
員
に
よ
る
夜
間

巡
回
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
、
不

審
火
を
発
生
さ
せ
な
い
運
動
も

行
っ
て
い
ま
す
。
火
の
後
始
末
は

各
自
の
責
任
で
し
っ
か
り
と
行
い
、

火
災
予
防
へ
の
ご
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

（
総
務
企
画
課
　
千
葉
）

　
婦
人
消
防
隊
を
「
女
性
消
防
隊

と
」
名
称
を
改
め
て
か
ら
初
め
て

の
訓
練
を
11
月
23
日
（
金
）
に
実

施
し
ま
し
た
。

　
訓
練
は
、
新
庄
村
消
防
団
の
清

川
団
長
、
佐
藤
副
団
長
に
説
明
し

て
い
た
だ
き
、
町
地
区
を
歩
き
な
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が
ら
消
火
栓
及
び
ホ
ー
ス
収
納
位

置
の
把
握
並
び
に
消
火
栓
の
使
用

方
法
を
学
び
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
女
性
消
防
隊
の
訓
練

だ
け
で
は
な
く
、
子
ど
も
の
防
火

意
識
啓
発
を
兼
ね
て
、
お
子
さ
ん

と
参
加
さ
れ
た
方
も
複
数
い
ま
し

た
。

　
現
在
の
新
庄
村
女
性
消
防
隊
員

数
が
27
名
で
あ
り
、
真
庭
地
域
の

女
性
の
消
防
ク
ラ
ブ
の
中
で
最
も

人
数
が
多
い
組
織
で
す
。
初
期
消

火
・
救
急
救
命
と
い
う
目
的
は
も

ち
ろ
ん
、
何
か
困
っ
た
と
き
に
助

け
合
え
る
組
織
と
し
て
、
よ
り
多

く
の
女
性
の
方
に
所
属
し
て
い
た

だ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
入
隊
希
望
の
方
は
、
役
場
総
務

企
画
課
消
防
担
当
千
葉
に
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

（
総
務
企
画
課
　
千
葉
）

　
11
月
９
日
（
月
）
、
第
23
回
メ

ル
ヘ
ン
の
里
愛
ガ
モ
稲
作
の
会
総

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
総
会
で
は
、
平
成
29
年
度
事
業

報
告
及
び
決
算
・
監
査
報
告
、
平

成
30
年
度
事
業
計
画
・
予
算
案
な

ど
が
慎
重
に
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
度
計
画
と
し
て
、
Ｊ
Ａ
Ｓ

生
産
方
針
に
基
づ
い
た
安
心
、
安

全
、
美
味
し
い
お
米
。
ま
た
、
牛

糞
堆
肥
を
十
分
活
用
し
た
土
作
り

に
よ
る
コ
シ
ヒ
カ
リ
の
生
産
に
努

力
し
、
「
旭
川
源
流
愛
ガ
モ
米
」

を
一
層
推
進
。
こ
れ
か
ら
安
定
生

産
の
た
め
に
会
員
を
増
や
し
、
栽

火
災
予
防
ご
協
力
の
お
願
い

メ
ル
ヘ
ン
の
里

　
　愛
ガ
モ
稲
作
の
会
総
会

女
性
消
防
隊
訓
練
の
実
施



広 報 新 庄 第442号平成30年12月20日発行（3）

培
面
積
の
拡
大
に
努
め
る
こ
と
を

決
議
し
、
閉
会
し
ま
し
た
。

　
な
お
、
今
後
と
も
自
然
環
境
に

優
し
い
農
業
の
実
践
に
ご
理
解
ご

協
力
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

（
産
業
建
設
課
　
竹
本
）

　
11
月
10
日
（
土
）
〜
11
日

（
日
）
の
２
日
間
、
岡
山
市
の
総

合
グ
ラ
ン
ド
に
お
い
て
、
今
年
で

第
４
回
と
な
る
「
お
か
や
ま
マ
ラ

ソ
ン
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
２
０
１
８
」
が
開

催
さ
れ
、
岡
山
県
米
消
費
拡
大
推

進
協
議
会
（
事
務
局
：
岡
山
県
）

と
合
同
で
ひ
め
の
も
ち
の
Ｐ
Ｒ
を

行
い
ま
し
た
。

　
マ
ラ
ソ
ン
人
気
が
高
ま
る
中
、

お
餅
は
走
り
続
け
る
た
め
の
チ
カ

ラ
と
し
て
「
カ
ー
ボ
・
ロ
ー
デ
ィ

ン
グ
」
と
い
う
栄
養
摂
取
方
法
で

人
気
と
な
っ
て
い
ま
す
。
会
場
に

は
２
日
間
に
わ
た
っ
て
県
内
外
か

ら
多
く
の
選
手
や
応
援
の
方
々
が

来
ら
れ
、
用
意
し
た
餅
は
連
日
完

売
、
過
去
最
高
の
売
上
げ
と
な
り

ま
し
た
。
ま
た
、
競
技
終
了
後
、

選
手
か
ら
「
餅
を
食
べ
て
頑
張
っ

た
よ
」
「
餅
の
お
か
げ
で
完
走
で

き
た
」
な
ど
声
を
か
け
て
い
た
だ

き
【
ス
ポ
ー
ツ×

ひ
め
の
も
ち
】

の
浸
透
を
を
実
感
し
ま
し
た
。

※

カ
ー
ボ
・
ロ
ー
デ
ィ
ン
グ

　
マ
ラ
ソ
ン
や
ト
レ
イ
ル
ラ
ン
ニ

ン
グ
等
長
距
離
を
走
る
ス
ポ
ー
ツ

で
選
手
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
高

め
る
手
段
と
し
て
持
久
力
を
維
持

す
る
た
め
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
で
あ

る
「
糖
質
」
を
効
果
的
に
摂
取
す

る
食
事
法
で
す
。
昨
年
実
施
し
た

事
業
を
基
に
（
株
）
メ
ル
ヘ
ン
・

プ
ラ
ザ
に
て
ヒ
メ
ノ
モ
チ
粉
を
使

用
し
た
麺
類
が
新
た
に
商
品
開
発

さ
れ
販
売
さ
れ
て
い
ま
す
。

（
産
業
建
設
課
　
竹
本
）

お
か
や
ま
マ
ラ
ソ
ン

　
　
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
２
０
１
８

　
中
山
間
地
域
の
遊
休
農
地
・
耕

作
放
棄
地
の
活
用
に
お
い
て
先
進

的
な
取
組
を
行
っ
て
い
る
４
団
体

を
農
業
委
員
、
農
地
利
用
最
適
化

推
進
員
に
て
視
察
を
行
い
ま
し
た
。

　
取
組
事
例

①
井
関
農
機
植
物
工
場
（
愛
媛
県

松
山
市
）

　
愛
媛
大
学
と
協
定
し
、
共
同
研

究
に
よ
り
植
物
育
成
診
断
装
置
を

開
発
、
太
陽
光
を
利
用
し
た
栽
培

管
理
等
を
行
い
作
物
の
安
定
生

産
・
生
産
性
の
向
上
を
図
っ
て
い

る
。

②
有
限
会
社
ジ
ェ
イ
ウ
イ
ン
グ

フ
ァ
ー
ム
（
愛
媛
県
東
温
市
）

　
遊
休
農
地
を
集
積
し
従
業
員
20

名
を
常
時
雇
用
。
食
の
安
全
を
推

進
す
る
た
め
減
農
薬
栽
培
に
取
り

組
ん
で
い
る
。
ま
た
、
生
産
だ
け

で
な
く
加
工
販
売
も
行
い
、
作
業

受
託
も
実
施
し
て
い
る
。

③
農
業
法
人
株
式
会
社S

u
n
  so

（
香
川
県
観
音
寺
市
）

　
露
地
で
九
条
ネ
ギ
の
栽
培
を
主

と
し
、
従
業
員
の
９
割
が
20
代
か

ら
40
代
の
女
性
。
視
察
時
に
も
外

国
人
の
研
修
生
採
用
を
導
入
し
て

い
た
。
ま
た
、
独
立
支
援
や
大
型

機
械
等
の
免
許
取
得
支
援
に
も
力

を
入
れ
て
い
る
。

農
業
委
員
・
農
地
利
用
最
適
化

推
進
員
合
同
視
察
研
修



④
勇
心
酒
造
株
式
会
社
（
香
川
県

綾
川
町
）

　
安
政
元
年
に
造
り
酒
屋
と
し
て

創
業
し
た
会
社
で
あ
る
が
、
近
年

微
生
物
の
特
性
を
活
か
し
た
化
粧

品
な
ど
の
商
品
開
発
を
実
施
。
現

在
で
は
収
益
の
約
90
％
が
化
粧

品
・
健
康
産
業
商
品
と
な
っ
て
い

る
。

　
地
域
ご
と
に
鳥
獣
被
害
、
担
い

手
の
確
保
、
生
産
品
目
の
選
定
、

機
械
設
備
等
の
整
備
資
金
、
研
究

課
題
が
多
々
あ
り
ま
す
。
既
設
組

織
と
の
協
同
や
従
来
の
よ
う
な
生

産
だ
け
で
な
く
加
工
・
販
売
を
一

緒
に
取
り
組
む
方
法
が
適
し
て
い

る
と
今
回
の
視
察
で
強
く
感
じ
ま

し
た
。

　
農
地
の
遊
休
化
に
歯
止
め
を
か

け
る
べ
く
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
や
農

地
の
利
用
、
最
適
化
に
向
け
た
活

動
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の

で
、
今
後
と
も
理
解
ご
協
力
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
農
業
委
員
会

　
　
　
　
　
会
長
　
髙
島
昌
司
）

　　
11
月
８
日
（
木
）
ふ
れ
あ
い
公

園
に
て
第
６
回
村
長
杯
グ
ラ
ウ
ン

ド
ゴ
ル
フ
大
会
を
開
催
し
、
23
名

の
方
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

試
合
は
個
人
戦
で
行
わ
れ
、
各
組

が
８
ホ
ー
ル
２
回
の
計
16
ホ
ー
ル

の
合
計
打
数
で
競
技
し
、
勝
敗
を

決
め
ま
し
た
。
参
加
さ
れ
た
皆
さ

ん
は
好
打
を
連
発
す
る
な
ど
、
熱

戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。
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成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
上
位
入
賞
者
】

　
優
　
勝  

瀬
藤
　
美
年
さ
ん

　
準
優
勝  

大
澤
　
泰
治
さ
ん

　
第
３
位  

松
岡
　
良
明
さ
ん

【
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
賞
】

　
・
瀬
藤
　
美
年
さ
ん

　
・
大
澤
　
泰
治
さ
ん

　
・
松
岡
　
良
明
さ
ん

　
・
髙
村
　
淳
介
さ
ん

　
・
島
田
　
哲
男
さ
ん

　
・
永
嶋
　
茂
樹
さ
ん

　
・
柴
田
　
　
勉
さ
ん

　
・
米
田
　
柳
子
さ
ん

　
・
髙
村
　
紀
子
さ
ん

　
・
峠
下
　
　
巖
さ
ん

　
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

（
住
民
福
祉
課
　
法
花
）

　
11
月
11
日
（
日
）
に
参
加
者
14

名
で
生
涯
学
習
の
集
い
を
行
い
ま

し
た
。
今
年
度
は
、
島
根
県
出
雲

市
を
訪
ね
ま
し
た
。

　
「
い
ず
も
ま
が
た
ま
の
里
伝
承

館
」
で
勾
玉
作
り
を
体
験
。
蝋
石

と
い
う
加
工
し
や
す
い
石
を
使
い
、

紙
ヤ
ス
リ
で
勾
玉
の
形
に
整
え
製

作
し
ま
す
。
説
明
を
受
け
な
が
ら

ゴ
シ
ゴ
シ
擦
り
、
皆
さ
ん
真
剣
に

作
業
し
、
角
張
っ
て
い
た
石
が
み

ご
と
に
丸
く
、
つ
る
つ
る
と
し
た

勾
玉
が
出
来
上
が
り
ま
し
た
。
一

つ
一
つ
模
様
が
違
い
、
お
互
い
の

勾
玉
を
見
せ
合
い
会
話
も
盛
り
上

が
り
ま
し
た
。
作
っ
た
勾
玉
に
紐

を
通
し
各
々
ビ
ー
ズ
や
ガ
ラ
ス
玉

で
お
洒
落
な
ネ
ッ
ク
レ
ス
に
し
ま

村
長
杯
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

新
庄
村
生
涯
学
習
の
集
い
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鴉
に
も
序
列
あ
る
か
も
冬
の
棟

　
　
　
　
　
　渡
邉

　算
人

そ
う
ろ
り
と
熱
き
湯
に
入
る
冬
の
夜

　
　
　
　三
船
八
寿
子

絵
具
箱
ひ
っ
く
り
返
し
て
描
く
紅
葉

　
　
　
　三
鴨

　浩
子

薄
紅
葉
早
や
西
空
は
暮
に
け
り

　
　
　
　
　
　兵
江

　道
子

雨
蛙
住
む
洗
面
所
山
の
駅

　
　
　
　
　
　
　
　峠
下

　
　巌

休
耕
の
田
ん
ぼ
と
な
り
て
赤
の
ま
ま

　
　
　
　樋
口

　正
直

今
月
の
俳
句
（
新
庄
村
俳
句
教
室
よ
り
）

か
ら
す

じ
ょ
れ
つ

む
ね

し
た
。

　
そ
の
後
、
作
っ
た
勾
玉
を
持
っ

て
、
「
出
雲
大
社
」
で
参
拝
。
そ

う
す
る
こ
と
で
「
石
の
浄
化
」
が

で
き
て
勾
玉
本
来
の
パ
ワ
ー
を
発

揮
す
る
そ
う
で
す
。
勾
玉
が

「
さ
っ
き
よ
り
光
っ
て
見
え
る
」

「
暖
か
く
な
っ
た
」
と
皆
さ
ん
も

パ
ワ
ー
を
感
じ
ら
れ
た
よ
う
で
す
。

　
参
加
者
の
皆
様
に
は
、
時
間
通

り
に
集
合
い
た
だ
く
等
、
ご
協
力

い
た
だ
き
ま
し
て
、
無
事
に
生
涯

学
習
の
集
い
を
行
う
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

（
公
民
館
　
前
田
）

第
14
回
真
庭
市
親
睦

　
　ソ
フ
ト
バ
レ
ー
大
会

　
12
月
２
日
（
日
）
、
真
庭
市
白

梅
体
育
館
に
て
開
催
さ
れ
た
、
真

庭
市
親
睦
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

大
会
に
、
新
庄
村
ジ
ュ
ニ
ア
ス

ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
部

員
の
４
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
予
選
は
、
樫
邑
Ｋ
チ
ー
ム
、

ザ
・
パ
ワ
フ
ル
ズ
チ
ー
ム
に
快
勝

し
、
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
に
進
出

し
ま
し
た
。

　
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
で
は
、
Ｓ

Ｋ
・
Ｋ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
に
２
対
０
で
快
勝
、

決
勝
戦
は
、
ザ
・
パ
ワ
フ
ル
ズ

チ
ー
ム
と
接
戦
の
末
、
新
庄
チ
ー

ム
が
２
対
０
で
勝
利
し
、
見
事
優

勝
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
、
１
年

間
の
成
長
を
感
じ
ら
れ
る
素
晴
ら

し
い
試
合
と
な
り
ま
し
た
。

　
６
年
生
は
、
最
後
の
試
合
と
な

り
ま
し
た
が
、
失
敗
し
て
も
成
功

し
て
も
笑
顔
を
絶
や
さ
ず
全
力
で

取
り
組
み
、
優
勝
に
む
け
て
戦
い

抜
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
こ
の
経
験
が
次
の
ス
テ
ッ
プ
に

つ
な
が
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
期

待
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
保
護
者
の
皆
様
に
は
早

朝
よ
り
送
迎
、
熱
い
応
援
を
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
指
導
者

の
皆
さ
ま
に
は
日
頃
よ
り
熱
心
な

ご
指
導
、
審
判
を
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

（
教
育
委
員
会
　
多
久
間
）



　
恒
例
の
『
ふ
る
さ
と
文
化
祭
・

生
涯
学
習
推
進
大
会
』
を
11
月

18
日
（
日
）
、
中
央
公
民
館
に
お

い
て
開
催
し
ま
し
た
。

　
午
前
中
は
、
株
式
会
社
Ｃ
ｕ
ｒ

ｉ
ｏ
　
Ｓ
ｃ
ｈ
ｏ
ｏ
ｌ
（
キ
ュ
リ

オ
ス
ク
ー
ル
）
代
表
取
締
役
　
西

山
恵
太
氏
を
講
師
に
招
き
、
「
こ

れ
か
ら
の
小
学
生
に
対
す
る
プ
ロ

グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
及
び
英
語
教
育

に
つ
い
て
」
と
題
し
て
講
演
会
を

行
い
ま
し
た
。
平
成
32
年
度
か
ら

教
育
が
大
き
な
変
化
を
迎
え
る
に

あ
た
り
、
英
語
や
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン

グ
の
重
要
性
や
実
際
に
タ
ブ
レ
ッ

ト
を
使
用
し
て
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

を
体
験
す
る
な
ど
、
非
常
に
わ
か

り
や
す
く
お
話
を
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　
午
後
か
ら
の
文
化
芸
能
発
表
で

は
、
久
々
に
出
演
さ
れ
た
方
や
新

た
に
出
演
さ
れ
た
団
体
に
よ
る
踊

り
、
コ
ー
ラ
ス
、
舞
踊
、
三
味
線
、

人
形
劇
、
バ
ン
ド
、
銭
太
鼓
、
落

語
、
劇
な
ど
日
頃
の
成
果
を
披
露

し
ま
し
た
。
中
で
も
毎
年
生
き
生

き
と
踊
る
田
植
え
踊
り
の
子
ど
も

た
ち
と
北
部
明
泉
会
新
庄
支
部
の

皆
さ
ん
が
共
演
す
る
姿
に
、
日
々

の
成
長
と
次
世
代
へ
の
継
承
を
実

感
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
ま
た
、
館
内
に
は
郷
土
料
理
研

究
会
、
み
ふ
ね
や
に
よ
る
出
店

コ
ー
ナ
ー
や
保
育
園
児
か
ら
小
・

中
学
生
、
村
民
の
皆
さ
ん
か
ら
寄

せ
ら
れ
た
作
品
展
示
コ
ー
ナ
ー
も

あ
り
、
１
５
０
名
を
超
え
る
方
に

ご
来
館
い
た
だ
き
ま
し
た
。

（
教
育
委
員
会
　
山
田
）
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お

　
固
定
資
産
税
　
（
３
期
）

　
国
　
保
　
税
　
（
７
期
）

　
介
護
保
険
料
　
（
７
期
）

　
後
期
高
齢
者
保
険
料
（
６
期
）

　
納
期
限
　
12
月
25
日
（
火
）

　
１
月
の
年
金
相
談
日
を
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

日

　時

　
１
月
10
日(

木)

　
　
10
時
〜
12
時

　
　
　
　
　
　
　
　
13
時
〜
15
時

　
１
月
24
日(

木)

　
　
10
時
〜
12
時

　
　
　
　
　
　
　
　
13
時
〜
15
時

場

　所

　
真
庭
市
役
所
久
世
本
庁
舎

予
約
先

　
津
山
事
務
所 

お
客
様
相
談
室

　
0
8
6
8
‐
3
1
‐
2
3
6
0

＊
自
動
音
声
案
内
が
始
ま
り
ま
し

　
た
ら
①
番
を
押
し
、
次
に
②
番

　
を
押
し
て
く
だ
さ
い
。

※

相
談
内
容
を
把
握
す
る
た
め
、

　
前
日
ま
で
に
必
ず
予
約
を
お
願

　
い
し
ま
す
。

※

年
金
番
号
が
わ
か
る
も
の
と
、

　
本
人
確
認
が
で
き
る
免
許
証
、

　
保
険
証
な
ど
を
持
参
し
て
く
だ

　
さ
い
。
ま
た
、
代
理
の
場
合
は

　
委
任
状
が
必
要
で
す
。

　
　
　
　（
住
民
福
祉
課
　
山
田
）

１2
月
の
納
税

ら
知

せ

死
亡
届
　
お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す
。

＊
平
成
30
年
11
月
13
日

　
坂
本
　
　
静
（
満
90
歳
）

＊
平
成
30
年
11
月
26
日

　
金
盛
　
弘
充
（
満
86
歳
）

＊
平
成
30
年
11
月
27
日

　
村
上
　
タ
メ
コ
（
満
91
歳
）

「
戸
籍
の
動
き
」
へ
の
掲
載
希
望

に
つ
い
て
、
遠
慮
な
く
住
民
福
祉

課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

（
住
民
福
祉
課
　
山
田
）

《
戸
籍
の
動
き
》

年

　金

　相

　談
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区 分
村 　 内

10月期

件 数

死 者

軽 傷

重 傷

0

0

0

1件

0人

0人

9

0

0

53件

1人

0 1人 10 55人

8人

本年の累計 10月期 本年の累計

真庭市内

事

故

10月期の交通事故・違反者発生状況

平
成
30
年
11
月
受
付
分

　
年
末
・
年
始
の
繁
忙
期
に
は
交

通
事
故
の
増
加
が
懸
念
さ
れ
る
こ

と
か
ら
、
12
月
１
日
か
ら
１
月
７
日

に
か
け
て
、
年
末
・
年
始
の
交
通

事
故
防
止
県
民
運
動
が
実
施
さ
れ

て
い
ま
す
。

運
動
の
重
点
目
標
は
、

①
高
齢
歩
行
者
の
交
通
事
故
防
止

②
夕
暮
れ
時
・
夜
間
に
お
け
る
交 

　
通
事
故
防
止

③
飲
酒
運
転
の
根
絶

④
ス
ピ
ー
ド
ダ
ウ
ン
の
励
行

　
で
す
。

　
運
転
者
は
も
ち
ろ
ん
、
村
民
す

べ
て
の
皆
さ
ん
で
、
交
通
事
故
を

起
こ
さ
な
い
、
ま
た
交
通
事
故
に

遭
わ
な
い
よ
う
安
全
な
行
動
を
心

が
け
ま
し
ょ
う
。

（
総
務
企
画
課
　
日
並
）

　
ひ
め
の
も
ち
の
さ
ら
な
る
普
及

啓
発
及
び
消
費
拡
大
を
図
る
た
め
、

恒
例
と
な
っ
て
お
り
ま
す
「
歳
末

ひ
め
の
も
ち
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を

次
の
と
お
り
開
催
い
た
し
ま
す
。

今
年
よ
り
２
日
間
で
の
開
催
と

な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
皆
様
の

ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

　開
催
日
時

　
平
成
30
年
12
月
29
日
（
土
）

　
　
　
　
　
　
〜
30
日
（
日
）

開
催
場
所
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
天
満
屋
岡
山
本
店 

６
Ｆ

　
　
　
　
　
み
ど
り
の
広
場

販
売
時
間

　
午
前
10
時
〜
午
後
５
時
ま
で

（
産
業
建
設
課
　
竹
本
）

年
末
・
年
始
の
交
通
事
故
防
止

歳
末
ひ
め
の
も
ち
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン



　
新
庄
村
で
は
、
高
齢
者
世
帯
等

の
冬
期
間
に
お
け
る
除
雪
作
業
を

し
て
い
た
だ
け
る
登
録
作
業
者
を

募
集
し
ま
す
。

　
募
集
対
象
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
・
新
庄
村
に
在
住
の
方

　
・
普
通
自
動
車
運
転
免
許
証
を

　
　
持
っ
て
い
る
方

　
・
日
中
に
作
業
が
で
き
る
方

　
・
概
ね
75
歳
ま
で
の
健
康
な
方

　
そ
の
他
、
詳
し
い
内
容
及
び
登

録
申
込
み
に
つ
い
て
は
、
役
場
住

民
福
祉
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。（

住
民
福
祉
課
　
藤
井
）

　
今
年
の
10
月
で
ス
マ
ト
レ
教
室

も
４
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。
毎
年

40
〜
50
名
の
参
加
者
が
歩
数
計
を

使
っ
て
運
動
や
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を

頑
張
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
度
、
長
年
継
続
し
て
お
ら

れ
る
参
加
者
の
毎
日
の
歩
数
を
合

計
し
て
み
ま
し
た
。
一
日
の
歩
数

が
最
も
多
い
方
で
は
、
こ
の
３
年

間
で
約
１
７
０
０
万
歩
も
歩
い
て

お
ら
れ
ま
し
た
。
距
離
に
換
算

（
１
歩
○
㎝
＝
身
長
㎝×

　
　
　
　
　
　
　
　
０
．
４
５
）

す
る
と
、
こ
の
方
は
新
庄
村
か
ら

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
ま
で
行
け
る
距
離

を
歩
い
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
わ

か
り
ま
し
た
。

　
他
に
、
肥
満
指
数
（
Ｂ
Ｍ
Ｉ
）

が
肥
満
傾
向
か
ら
普
通
体
重
に
変

わ
っ
た
方
、
血
圧
が
改
善
し
た
方

な
ど
の
成
果
も
あ
り
ま
す
が
、
一

番
の
成
果
は
50
名
程
度
の
参
加
者

の
う
ち
半
数
以
上
が
３
年
間
続
け

て
参
加
さ
れ
て
お
り
、
す
ご
い
と

思
い
ま
す
。

　
冬
の
ス
マ
ト
レ
教
室
参
加
者
も

募
集
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
興
味

が
あ
る
方
は
是
非
一
度
見
学
に
お

こ
し
く
だ
さ
い
。

対
象
者

　
20
歳
以
上
で
医
師
に
運
動
を
制

　
限
さ
れ
て
い
な
い
方

お
問
合
せ
先

　
住
民
福
祉
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ

　
さ
い
。（

住
民
福
祉
課
　
竹
本
）
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登
録
除
雪
作
業
者
の
募
集

ス
マ
ト
レ
教
室
︵
運
動
教
室
︶

年
末
年
始
の
ゴ
ミ
収
集

◇
新
春
の
走
り
初
め
で
、

　
さ
わ
や
か
な
ス
タ
ー
ト
を
!!

開
催
日

　
平
成
31
年
１
月
２
日
（
水
）

ス
タ
ー
ト
・
ゴ
ー
ル
会
場

　
新
庄
村
公
民
館
前
　

受
付
会
場
・
受
付
時
間
　

　
新
庄
村
公
民
館
前

　
午
前
10
時
〜
　
受
付

　
午
前
11
時
30
分
ス
タ
ー
ト

コ
ー
ス

　 

2.0
㎞

　 

3.5
㎞

　 

5.2
㎞
　
の
３
コ
ー
ス

　
参
加
選
手
全
員
に
参
加
賞
・
完

走
証
を
進
呈
し
ま
す
。
完
走
後
、

ぜ
ん
ざ
い
の
振
る
舞
い
も
あ
り
ま

す
。

　
ご
家
族
、
ご
近
所
、
帰
省
の

方
々
な
ど
多
数
お
誘
い
合
わ
せ
の

上
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

(

公
民
館
　
山
田)

第
37
回
新
庄
村
体
力
づ
く
り

　
　新
春
ジ
ョ
ギ
ン
グ
大
会

■
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
へ
の
持
ち

　

 

込
み

・
受
け
入
れ
可
能
日
の
　

　
９
時
〜
12
時
、
13
時
〜
16
時
30
分

・
12
月
29
日
（
土
）
は
燃
え
る
ご

　
み
を
受
け
入
れ
ま
す
。

■
家
庭
ご
み
の
収
集

　
通
常
収
集
日
の
収
集
品
目
は
ご

み
収
集
カ
レ
ン
ダ
ー
を
確
認
し
て

く
だ
さ
い
。(

住
民
福
祉
課
　
古
南)

年末年始
ゴミ収集

真庭北部
クリーンセンターへ

持ち込み
9:00～12:00 13:00 ～16:30

家庭ゴミ
の収集

12 月 １ 月

29 12/30～１/３ ４ ５

土　　　日～木　　     金　  土

可燃のみ 休業 通常受入 休業

休業休業休業

△ × 〇 ×

× × 〇 ×

通常収集



　
平
成
31
年
度
新
庄
村
保
育
所
の

入
所
を
受
け
付
け
ま
す
。

入
所
対
象
年
齢

　
満
１
歳
の
誕
生
日
の
翌
日
か
ら

保
育
時
間

　
通
常
保
育
（
保
育
標
準
時
間
）

　
午
前
８
時
〜
午
後
６
時

（
保
育
短
時
間
）

　
午
前
８
時
〜
午
後
４
時

休
園
日

　
日
曜
、
祝
日
、
年
末
年
始

保
育
料

　
無
料
（
申
請
に
よ
り
）

受
付
期
間

　
平
成
31
年
１
月
31
日
ま
で

申
込
方
法

　
保
育
所
及
び
役
場
住
民
福
祉
課

　
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
詳
し

　
く
は
入
所
説
明
会
で
説
明
い
た

　
し
ま
す
。

（
新
庄
保
育
所
）

　
平
成
30
年
11
月
15
日
か
ら
平
成

33
年
３
月
31
日
ま
で
に
相
続
登
記

の
申
請
を
し
て
い
た
だ
く
と
次
の

条
件
に
全
て
当
て
は
ま
る
場
合
、

登
録
免
許
税
が
免
除
と
な
り
ま
す
。

そ
の
条
件
と
は
、

①
土
地
で
あ
る
こ
と

②
区
域
（
市
街
化
区
域
外
の
土
地

　
で
市
町
村
の
行
政
目
的
の
た
め

　
相
続
登
記
の
促
進
を
図
る
必
要

　
が
あ
る
も
の
と
し
て
法
務
大
臣

　
が
指
定
し
た
区
域
）

　
↓
新
庄
村
の
土
地
は
全
て
対
象

　
　
に
な
り
ま
す
。

③
評
価
額
が
10
万
円
以
下
で
あ
る

　
こ
と

　
詳
し
い
こ
と
は
、
法
務
局
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く

か
法
務
局
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

　
登
記
相
談
は
予
約
で
の
受
付
と

な
り
ま
す
。

岡
山
地
方
法
務
局
津
山
支
局

　
０
８
６
８‐

２
２‐

９
１
５
５

広 報 新 庄 平成30年12月20日発行（10）第442号

保
育
所
入
園
の
ご
案
内

相
続
登
記
の
登
録
免
許
税

　
　
　免
除
の
お
知
ら
せ

「
低
温
火
傷
に
注
意
」

　
低
温
火
傷
は
、
普
通
な
ら
火
傷
に
な
ら

な
い
よ
う
な
低
い
温
度
の
熱
源
と
長
時
間

直
接
ふ
れ
る
こ
と
に
よ
り
起
こ
り
ま
す
。

　
湯
た
ん
ぽ
、
カ
イ
ロ
、
ス
ト
ー
ブ
、

ホ
ッ
ト
カ
ー
ペ
ッ
ト
、
温
風
ヒ
ー
タ
ー
な

ど
の
暖
房
器
具
が
原
因
と
な
る
こ
と
が
多

い
た
め
、
こ
れ
か
ら
の
時
期
は
注
意
が
必

要
で
す
。

「
低
温
火
傷
の
予
防
」

１
．
就
寝
時
の
暖
房
器
具
に
気
を
つ
け
ま

　
し
ょ
う
。

･
･
･

湯
た
ん
ぽ
や
こ
た
つ
で
の
う
た
た
寝

　
　
時

２
．
体
の
同
じ
箇
所
に
暖
房
器
具
を
長
時

　
間
ふ
れ
さ
れ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

･
･
･

貼
る
カ
イ
ロ
は
必
ず
衣
類
の
上
か
ら

　
　
使
用

３
．
暖
房
器
具
を
使
用
す
る
人
の
状
態
に

　
よ
っ
て
は
、
周
囲
の
人
の
配
慮
が
大
切

　
で
す
。

･
･
･

自
分
で
動
く
こ
と
が
難
し
い
新
生
児

　
　
や
乳
幼
児

（
住
民
福
祉
課
　
大
塚
）

お
元
気
で
す
か
？

入札日 事業名 業者名 落札価格（契約金額） 工　期

平成30年11月15日

平成30年11月15日

村道田浪線中電水路整備工事

新庄村空き家改修工事（旭町旦邸）

（有）中山重機

（株）酒井工務店 

19,300千円

7,911千円

(20,844,000円)

(8,543,880円)

平成31年3月22日

平成31年2月28日

工事等入札結果
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老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
活
動

社
協
だ
よ
り
理
想
の
福
祉
を
目
指
し
て

展
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
利
用
者
の
皆
様
が
取
り
組
ま

れ
た
絵
画
や
刺
繍
、
ち
ぎ
り
絵
、
張
り

子
な
ど
の
作
品
展
示
と
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

の
活
動
内
容
を
写
真
を
沿
え
て
紹
介
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ご
覧
い
た
だ

い
た
方
か
ら
は
素
晴
ら
し
い
出
来
で
感

心
し
た
と
お
褒
め
の
言
葉
を
い
た
だ
き
、

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
活
動
に
も
興
味
を

も
っ
て
い
た
だ
け
た
よ
う
で
し
た
。

　
今
後
も
利

用
者
の
方
々

が
ま
す
ま
す

元
気
に
、
意

欲
的
に
取
り

組
め
る
活
動

を
提
供
さ
せ

て
い
た
だ
き

た
い
と
思
い

ま
す
。

【
ご
寄
付
】

　
　
　
　
　
　
11
月
１
日
〜
11
月
30
日

　
新
庄
村
社
会
福
祉
協
議
会
に
次
の
方

か
ら
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

◆
香
典
返
し

　
大
原 

由
正
　
様 

　
田
浪 

雅
己
　
様

　
小
倉 

登
美
　
様 

　
坂
本 

幸
三
　
様

　
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
年
の
瀬
と
な
り
、
新
た
な
年
を
迎
え

る
準
備
も
着
々
と
進
ん
で
い
る
こ
と
と

思
い
ま
す
。

　
平
成
30
年
度
の
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

事
業
予
定
も
、
残
す
と
こ
ろ
合
同
会
議

及
び
役
員
会
と
な
り
ま
す
。
各
単
位
ク

ラ
ブ
に
於
か
れ
ま
し
て
も
、
積
極
的
な

事
業
実
施
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

　11
月
の
活
動
状
況

１
日
　
第
14
回
真
庭
地
域
老
人
ク
ラ
ブ

　
　
　
ス
ポ
ー
ツ
大
会

　
　
　
（
真
庭
市
／
19
名
）

５
〜
６
日
　
女
性
部
研
修
旅
行

　
　
　
（
山
口
県
／
６
名
）

８
日
　
村
長
杯
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ

　
　
　
大
会
（
23
名
）

13
日
　
研
修
旅
行

　
　
　
（
兵
庫
県
／
11
名
）

28
日
　
美
作
地
区
女
性
リ
ー
ダ
ー
研
修

　
　
　
会
（
美
作
市
／
４
名
）

　社
協
へ
の
お
問
い
合
わ
せ

　
　
　
　
　
　
　
　5
6
‐
2
0
0
1

　　
悪
天
候
の
た
め
順
延
を
重
ね
、
今
年

度
の
実
施
は
中

止
が
危
ぶ
ま
れ

て
い
ま
し
た
が
、

何
と
か
実
施
す

る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　
繰
り
返
し
の

延
期
で
欠
場
す
る
方
も
多
く
あ
り
ま
し

た
が
、
新
庄
村
か
ら
は
ほ
ぼ
予
定
通
り

の
選
手
が
参
加
し
、
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し

み
ま
し
た
。

　
結
果
は
左
記
の
と
お
り
で
す
。

【
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
賞
】

　
　
大
澤
　
泰
治

　
　
岡
本
　
　
勇
　
（
敬
称
略
）

　
役
員
就
任
か
ら
２
年
間
、
緑
と
花

い
っ
ぱ
い
運
動
や
保
育
園
児
と
の
交
流

事
業
で
、
度
々
顔
を
合
わ
せ
親
睦
を
深

め
て
き
ま
し
た
。
そ
の
労
を
ね
ぎ
ら
い
、

山
口
県
つ
く
の
温
泉
へ
出
か
け
ま
し
た
。

　
海
辺
の
ホ
テ
ル
に
泊
ま
り
、
露
天
風

呂
で
眺
め
る
夕
日
・
・
・
何
と
も
い
え

な
い
絶
景
で
す
。
美
味
し
い
食
事
と
絶

え
な
い
笑
い
声
、
部
員
同
士
の
距
離
も

ま
す
ま
す
近
く
な
っ
た
旅
で
し
た
。

　
連
合
会
で
は
、
日
帰
り
で
湯
村
温
泉

に
行
き
ま
し
た
。
湯
け
む
り
の
中
「
夢

千
代
の
里
」
を
散
策
し
、
温
泉
卵
作
り

に
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
し
た
。

　
生
憎
の
雨
天
で
一
部
行
程
変
更
と
な

り
ま
し
た
が
、
役
員
同
士
の
親
睦
を
深

め
な
が
ら
情
報
交
換
を
行
い
、
活
性
化

に
つ
い
て
再
認
識
で
き
た
一
日
で
し
た
。

　
11
月
18
日
に
開
催
さ
れ
た
、
ふ
る
さ

と
文
化
祭
に
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
か
ら
も
出

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
活
動

第
14
回
真
庭
地
域

老
人
ク
ラ
ブ
ス
ポ
ー
ツ
大
会

研
修
旅
行

女
性
部
研
修
旅
行
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　11月10日(土)に新庄小学校体育館で学習発

表会を行いました。保護者や地域の方々に多

数ご参加をいただき、小学生も中学生も昨年

度より多い観客の皆様の前で、張り切って演

技・発表ができました。

　今年のスローガンは『結晶』です。児童･生

徒61人の学習の成果を『結晶』として皆さん

にお届けしたいという思いを込めて発表しま

した。　

　中学生が総合的な学習の時間に取り組んで

いる『ふるさと新庄学』では、ふるさと新庄

村に対して、どんな提案ができるかという難

しい課題に、3年生を中心に4つの班が「地域

間交流」「盆踊り」「パンフレット作成」「餃子作

り」というテーマで取り組んだことを発表しま

した。

　中学３年生の和太鼓『流水』では、新庄太

鼓の皆さんにご指導いただき、迫力のある演

奏を披露しました。中学１･２年生の器楽合奏

『ultra soul』では各楽器の音色が響きあい

小学校・中学校だより小学校・中学校だより小学校・中学校だより
小学生の手拍子も入って、会場が一体となっ

た演奏ができました。

　展示では、中学３年生の模写・造形(和菓

子)、中学２年生の篆刻・屏風・トートバッ

グ、中学１年生の鉛筆デッサン・レタリング

などもご覧いただきました。

　小学校の１･２年生は『グレイト　ビッグ　
ターニップ』という英語劇でした。国語の学
習『早口言葉』も取り入れて元気にかわいら
しく演じることができました。小学３・４年
生は『お米の世界』という創作劇でした。地
域の方にお世話になった米作りで学習したこ
とを劇の形にしました。楽しくわかりやすく
発表できました。小学５・６年生は『Back 
to the 「Shinjo」』という地域の歴史学習を
創作劇としてまとめました。新庄に伝わる地
域の伝説をモチーフにした見ごたえのある劇
でした。
　また、小学生全員による合奏『テキーラ』
では、1年生から6年生まで力強い演奏を見る
ことができました。限られた時間で合奏を作
り上げていくのは大変なことですが、練習を
通して『努力』や『責任』、『協力』といっ
た目に見えない力もついていると思います。
　最後の小中全校合唱『SING A SONG 新庄
村』では61人の輝いている姿を見ていただけ
たことと思います。
　今年度も地域の皆様から多くのご協力をい
ただき、児童・生徒たちにとって大きな達成
感のある学習発表会となりました。
　これからも地域の皆様にこのような姿を見
ていただくことで新庄小中学校が、『地域の
学校』として成長していけるのだと思いま
す。
　（新庄中学校･河井　/　新庄小学校･岡田）

小中合同学習発表会小中合同学習発表会
スローガン『結晶』～61の輝き～

ウルトラ

てんこく

　　　　　ソウル



再生紙を使用しています

　12月8日（土）、恒例の「やんちゃっこ

フェスティバル（生活発表会）」を開催しま

した。

　１才から６才までみんなで30名。緊張しな

がらも、舞台の上で可愛い姿や頑張る姿を

しっかりと披露してくれました。また、保護

者の皆様のダンス・劇・ペープサートもとて

も楽しく、子ども達の思い出に残る素敵な発

表会となりました。ご家族の皆様、地域の皆

様にはいつも温かく見守っていただきありが

とうございます。お礼の気持ちを込めて、子

どもたちの笑顔をお届けしますのでご覧くだ

さい。

    

◎焼き芋
11月12日(月)

　今年も新家文市さんと公民館のご厚意で焼

き芋をさせていただきました。朝早くからご

準備いただき、本格的な焼き芋を美味しくい

ただきました。とても甘くて、子ども達も笑

顔がたくさん。みなさんのご厚意と秋の恵み

に感謝し、いただきました。

保育所だより保育所だより保育所だより
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◎クリスマスツリー
12月４日(火)

　国六の黒田眞路さんが今年も子ども達のた

めにクリスマスツリーを持って来てください

ました。今年はトナカイも一緒に！サンタク

ロースが保育所にも来てくれるよう、イルミ

ネーションをしたりみんなで飾り付けをしま

した。素敵なクリスマスになりますように！

　地域の皆さまのご協力に紙面をお借りして

お礼を申し上げます。

【入選】

平元　莉桜さん（６歳）

藤井　康輝くん（６歳）

光島ミナミさん（６歳）

　　おめでとうございます。

　　 　　　　　　　（保育所　山田）


